
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 藤華医療技術専門学校 
設置者名 学校法人 後藤学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

 

 

 

専門課程 

看護学科 
夜 ・

通信 

77 単位 

2535 時間 

9 単位 

240 時間 
 

助産学科 
夜 ・

通信 

29 単位 

  930 時間 

3 単位 

80 時間 
 

 

理学療法学科 
夜 ・

通信 

80 単位 

2450 時間 

9 単位 

240 時間 

 

 

作業療法学科 
夜 ・

通信 

83 単位 

2610 時間 

9 単位 

240 時間 
 

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

http://www.gotogakuen.ac.jp/toka/copy-492 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 
学科名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 藤華医療技術専門学校 
設置者名 学校法人 後藤学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
http://www.gotogakuen.ac.jp/copy-494 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 
卒業生 

会計事務所勤務（前職） 

2020 年 4 月

1 日 か ら

2024 年 3 月

31 日 

専門的な実も経験

から財務及び経営

協力への助言 

非常勤 僧侶 

2020 年 4 月

1 日 か ら

2024 年 3 月

31 日 

学校法人の運営に

関する助言 

非常勤 無職（主婦） 

2020 年 4 月

1 日 か ら

2024 年 3 月

31 日 

専門的な実務経験

から幼児教育の強

化に関する助言 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 藤華医療技術専門学校 

設置者名  学校法人 後藤学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や基

準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表しているこ

と。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

  授業計画書(シラバス)は、本校所定の様式に基づいて作成されている。記載内容は、開

講年度、科目名、担当者名、単位数・時間数、授業内容、授業計画、教材、参考図書等、

当該科目の授業を実施するうえで必要とされる項目である。 

   

① 授業計画(シラバス)の作成は、本校専任教員が教育方針に基づいて作成し、新年度

の授業開始前に授業担当者及び全学生に配付する。 

 

② 各科目の授業は、教育計画及び進度予定表に従って実施され、最終授業の後に当

該科目受講生の評価が行われる。 

 

③ 各科目の授業単位数及び時間数は、学則第8号の規定による教育課程の定めるとこ

ろによる。 

 

④ 全科目の授業計画書は、学校開設のホームページに公表する。 

授業計画書の公表方法 
http://www.gotogakuen.ac.jp/toka/copy-

492 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、学修

成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定していること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

１  学則第８号の規定による教育課程の定めるところにより、学年ごとに修了 

すべき各教科目について試験を行う。ただし、実習については、実習の内 

容をもって評価する。 

２ 各科目の単位修得は、出席状況、課題レポート等を資料として試験により

総合的に評価し、認定する。 

３ 試験及び実習の成績は、点数で表し、各教科目とも 100 点満点とし、それ

ぞれ 60 点以上をもって合格とする。 

４ 実習を欠席したものは、学校長が別に定めるところにより当該教科目の再

実習を受けなければならない。 

５ 学修成果の評価については、別紙「学修状況を表す客観的な指標」に示

すとおりである。 

 

     



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとともに、成

績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

  別紙「学習状況を表す客観的な指標」に示すとおり、試験や課題、出席状況等を総合的

に 100 点満点で評価し、その成績に応じて 5段階の評定として表している。 

① 成績と評定 

    ・100点満点で表された成績を、100～90点、89～80点、79～70点、69～60点、60点 

未満の 5段階に分割し、上位よりＳ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの評定とする。 

ただし、受講途中で中止した場合は評定不能とし、Ｆで表す。 

② 成績指標の計算方法 

・当該学年の全履修科目の評価点(１００点満点)の合計点を当該学年の全履修科目

数で除した結果を成績指標とする。 

※ 成績指標は、小数点第１位 (小数点第２位を四捨五入) までとする。 

③ 成績に応じた学習支援 

    ・成績不振学生には、補修等課外指導を行う。 

・成績が 60～69 点の科目を持った学生については、担任の面接指導を行う。 

・成績が 60 点未満の科目を持った学生については、学科長及び担任の面接指導を 

行う。 

・成績が 55 点未満の科目を 2科目持った学生については、学科長及び担任による 

保護者・学生の面接指導を行う。 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
http://www.gotogakuen.ac.jp/toka/copy-

492 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施しているこ

と。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

  ① 卒業認定については、学則の第5章 単位認定・評価及び卒業の第22条の2項に、 

「所定の修業年限以上在学し、第 8条に定める全課程について単位の認定を受けた   

   者に、卒業証書を授与する。」と定められている。 

 

② また、第 23 条には、「前条により、専門課程（看護学科、理学療法学科、作業療法学 

科）を卒業した者には、専門士（医療専門課程）の称号を授与する。」と定められてい 

る。 

 

  ③ 学則・規定とは別に、藤華医療技術専門学校ポリシー（別紙）として、卒業、学位授与

方針（ディプロマ・ポリシー）を示し、「教育理念に基づき、所定の単位を修得し、医療人

として望ましい能力を身に付けた学生は、卒業が認定される。」と位置付けている。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
 http://www.gotogakuen.ac.jp/toka/copy-

492 
 

  



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 藤華医療技術専門学校 

設置者名 学校法人 後藤学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 http://www.gotogakuen.ac.jp/copy-494 

収支計算書又は損益計算書 http://www.gotogakuen.ac.jp/copy-494 

財産目録 http://www.gotogakuen.ac.jp/copy-494 

事業報告書 http://www.gotogakuen.ac.jp/copy-494 

監事による監査報告（書） http://www.gotogakuen.ac.jp/copy-494 
 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 

 

【看護学科】 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療分野 医療専門課程 看護学科（３年課程） ○ － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 昼間 3,000 単位時間／97 単位 

1965 単位

時間 

/74 単位 

時間 

/ 単位 

1035 

単位時間

/23 単位 

０単位時

間/単位 

０単位時

間/単位 

3,000 単位時間／97単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

150 人 151 人 ０人 14 人 72 人 86 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

１）授業方法および内容 

授業方法は、講義、演習、技術演習、グループワーク。上記の表の演習および実

技は講義時間の一部に含む。内容はシラバスに明示している。 

２）年間の授業計画 

  学生便覧に学年毎に教育計画および進度表を提示している。年度末に翌年度の担

当を決定する。科目ごとに単位数（時間数）開講時期、目標、内容、講義方法、

評価方法、使用テキスト、参考文献をシラバスにより学生に提示している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

授業科目の評価方法は「履修規程」に定めている。概要は以下の通りである。 

 1.各科目の成績評価は単位認定試験および課題等により行う。  

2.単位認定試験は学期末および必要あるときに随時実施する。  

3.各科目の成績評価は 100 点を満点とし 60点以上を合格とする。  

4.60 点未満の不合格者については再試験を実施する。  



  

5.再試験は 60点以上を合格とし 60点以上であっても成績は 60 点と記録する。  

6.学生簿に記録する評定は次の通りとする。 

Ｓ：100～90 点  Ａ：89～80 点  Ｂ：79～70 点  Ｃ：69～60 点 

Ｄ：60 点未満   Ｆ：評定不能 

卒業・進級の認定基準 

学則第 22条 学校長は、第 21条に定める教育課程の成績評価に基づいて、単位認定

の会議を行う。 

２ 所定の修業年数以上在学し、第８条に定める全課程について単位の認定を受けた

者に、卒業少々を授与する。 

学則第 23 条 前条により、専門課程（看護学科、理学療法学科、作業療法学科）を

卒業した者には、専門士（医療専門課程）の称号を授与する。 

学修支援等 

学年担任制をとっている。各学年に複数の担当者をおき、学生の指導に当たる。個別

指導、個人面接など行う。学年の指導だけでなく、他の学年の講義、実習指導も同時

に行う。３年生の国家試験対策では、全教員で指導にあたる。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ４６人 

（ 100 ％） 

３人 

（ 6.5 ％） 

４１人 

（ 89.1 ％） 

２人 

（ 4.3 ％） 

（主な就職、業界等） 

 大分市医師会立アルメイダ病院、敬和会大分岡病院、大分大学医学部附属病院等 

 本校助産学科への進学もある。 

（就職指導内容） 

 １年次より就職希望の調査を実施し、各自の目標が達成出来るよう面接などを通

し、進路の相談に応じている。２年次では進路が更に具体的になるよう病院のガイ

ダンス等を紹介し、３年次の早い時期から就職活動に取り組めるよう指導してい

る。３年次の早い時期に、就職試験に関する手続き、履歴書の書き方、面接の受け

方等の指導をしている。また、常時、情報を提供し、学生からの相談に応じたりし

ながら就職先の選定に力を貸している。 

 また、進路指導室には、就職に関する資料や求人表を掲示し、いつでも閲覧出来

る様にしている。 

 卒業生が来校し、ガイダンスをすることもある。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 看護師国家試験受験資格取得、 専門士（医療専門課程） 

 ・看護師国家資格取得者 卒業生 44名（合格率 95.7 %） 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

１５０  人 ０人 ０％ 



  

（中途退学の主な理由） 

なし 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

成績不振者に対しては個別に学習支援を行っている。悩みや気になる事等がある時

は、面接をし、相談に応じている。また、スクールカウンセラーによるカウンセリン

グの実施。気になることがあれば、家庭との電話連絡や保護者面談など行い、連携を

密にし、支援をしている。 

 

 

【助産学科】 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門 助産学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

１年 昼間 ９３０単位時間／２９

単位 

４３５単

位時間/

１８単位 

単位時間 

/０単位 

４９５単

位時間/

１１単位 

単位時間

/０単位 

単位時間

/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

２０人 ２０人 ０人 ４人 ２８人 ３２人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）助産学科の授業計画書は本校の所定様式にて作成している。授業計画書は授

業科目ごとに担当教員、単位数、学則時間数、実施時間数、概要、到達目標、授業内

容、評価方法、使用テキストを明記している。主たる担当教員より作成された計画を

もとに冊子（シラバス）としてまとめ、入学後に配布、オリエンテーションを実施し

ている。1年課程であるため、講義以外の学校行事、臨地実習も記載提示している。

一年間の計画は進度表として提示している。隣地実習に関しては、実施要領を作成し、

各実習における具体的実施要領、評価の視点と方法を提示している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

授業科目の評価方法は「履修規程」に定めている。概要は以下の通りである。 

 1.各科目の成績評価は単位認定試験および課題等により行う。  

2.単位認定試験は学期末および必要あるときに随時実施する。  

3.各科目の成績評価は 100 点を満点とし 60点以上を合格とする。  

4.60 点未満の不合格者については再試験を実施する。  

5.再試験は 60点以上を合格とし 60点以上であっても成績は 60 点と記録する。  

6.学生簿に記録する評定は次の通りとする。 

Ｓ：100～90 点  Ａ：89～80 点  Ｂ：79～70 点  Ｃ：69～60 点 

Ｄ：60 点未満   Ｆ：評定不能 

卒業の認定基準 

（概要）卒業の認定基準は、学則第 5 章「単位認定・評価及び卒業」22 条に定めら

れている。所定の修業年限以上在学し、第 8条に定める「全課程において単位の認定

を受けた者」が該当する。 

単位取得以外に、単位認定外の社会的活動、研修会等に積極的に参加している。建学

の精神に基づき、教育方針の「形から心を養う実学教育」に従い、助産師に必要な知

識、技術、及び態度を習得させると共に、豊かな人間性を養い、保健、医療、福祉の



  

進展に対応できる助産師としての基礎を固めることが必要である。これらの学習や経

験を通し、要件を満たした者に対して、卒業認定会議において、学校長が卒業を認定

する。「受胎調節実施指導員」資格が授与される 

学修支援等 

（概要）全ての学生に対して、新しい環境になじみ、学習に取り組めるようにしてい

る。講義期間においては出席状況、学習環境（人的、物的）授業態度、受講状況、学

修状況確認とサポートを行う。実習期間においては、臨地実習指導者と連携し、指導

に当たる。学生の体調管理と必要に応じてサポートしている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

   令和２年度 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 １９人 

（ １００.０％） 

０人 

（  ０％） 

１８人 

（ ９４.７％） 

１人 

（ ５.３％） 

（主な就職、業界等） 

 産科クリニック、周産期センターのある病院への就職 

（就職指導内容） 

 学生の自主性を重視しているが、希望時は学生と面談し、資料提供など行っている 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 助産師国家試験受験資格 

・令和２年度助産師国家資格取得者 卒業生 19名（合格率 100 ％） 

 受胎調節実施指導員資格取得 卒業生 19名 （卒業時） 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 ２０ 人 １人  ５％ 

（中途退学の主な理由） 

体調不良による実習継続が困難になり休学する。復学する予定であったが、経済的

支援を受けられなくなり退学に至る。 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 成績不振者については、早朝や課外時間に個別指導を徹底して行っている。体調不

良者については、個別面接等を行って状態を把握し、休養や受診等すすめ、体調管

理とサポートをしている。また、必要に応じてカウンセラーによるカウンセリング

を実施している。 

 

 

 

 



  

 

【理学療法学科】 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 理学療法学科 ○ － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 昼間 3200 単位時間／113 単位 

1890 単位

時間/77

単位 

390 単位

時間 

/13 単位 

920 単位

時間/23

単位 

０単位時

間/0 単位 

０単位時

間/0 単位 

3,200 単位時間／113 単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

９０人 ９３人 ０人 ７人 49 人 56 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

カリキュラムの概要は学生便覧に記載し、入学時、学生に配布している。各科目の

授業計画書は、所定の様式を使用し、各科目の概要、到達目標、講義内容、テキスト、

成績評価の方法などを明記している。学生に配布するとともに、講義初回に大まかな

流れは開設している。 

授業方法は座学だけでなく、少人数のグループワークやゼミ形式の指導、プレゼン

テーションなど学生主体のものを積極的に取り入れている。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

授業科目の評価方法は「履修規程」に定めている。概要は以下の通りである。 

 1.各科目の成績評価は単位認定試験および課題等により行う。  

2.単位認定試験は学期末および必要あるときに随時実施する。  

3.各科目の成績評価は 100 点を満点とし 60点以上を合格とする。  

4.60 点未満の不合格者については再試験を実施する。  

5.再試験は 60点以上を合格とし 60点以上であっても成績は 60 点と記録する。  

6.学生簿に記録する評定は次の通りとする。 

Ｓ：100～90 点  Ａ：89～80 点  Ｂ：79～70 点  Ｃ：69～60 点 

Ｄ：60 点未満   Ｆ：評定不能 

卒業・進級の認定基準 

本学園の教育理念に基づきディプロマポリシーが定められている。 

(1)人の尊厳と多様な価値観を理解し、高い倫理観をもって健康を支援していく能力を

有している。 

(2)医療人として必要な専門的知識と技術を修得し、人の身体機能上の問題に対し

て、根拠に基づく論理的思考をもって解決する能力を有している。 

(3)医療専門職の一員として自己の責任を自覚し、多職種間の信頼関係を構築し、協

働する能力を有している。 

(4)国際的な広い視野から問題を捉え、解決する意欲と能力を有している。 

(5)知識と技術の向上のために、自ら学び、鍛錬する意欲と能力を有している。 

(6)医学の進歩と社会システムの複雑化を見据え、自己の専門性を発揮して地域社会

に貢献する意欲と能力を有している。 



  

(7)臨床における高い問題解決能力と人間性を備え、さらに関連専門職種との連携と

統合を推進し、多様な課題を発見・抽出・分析し解決する高い問題解決能力と人間

性および協働力を備えている。 

 

成績判定は学則に定められている出席日数をみたしていることを条件に、各科目ごと

の基準に従い行われる。基準を満たしたものに学内の単位認定会議を経て単位の修得

が認定される。所定の在学期間、出席日数をみたし、上記ディプロマポリシーに定め

る資質や能力を身につけたと判断され、学内で定められた必要単位を修得した者に対

して卒業認定会議を経て学校長が卒業を認定する。 

学修支援等 

（概要） 

本校では入学当初より担任、教科担当が課題に工夫を凝らし、学習が継続できるよ

う指導を行っている。また、入学後できるかぎり早期に上級生とかかわる機会を設け、

学習についての指導をしてもらえるようお願いしている。 

形成試験などを通し、取り組みに問題を抱えている学生を早めに認識し、頻繁な声

掛けや担任との面談を行い、教員との関係づくりを積極的に行う。 

具体的には以下のとおりである。 

1) 入学・進級後、定期試験終了時などの節目に担任との面談を行う。 

2) 朝礼、終礼を行うことで学生の出席状況を把握し、生活指導の一助としている。 

3) 学科会議や職員朝礼などを利用し学生の情報を共有し、各教員間での対応が一

貫したものとなるよう努力する。 

4) 試験日程、試験範囲を早めに告知し無理のない試験対策ができるよう配慮す

る。 

成績不審者や学内での態度が気になる学生は早期に保護者に連絡を取り情報の共有

を図るとともに、必要であれば三者面談を行う。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 25 人 

（100％） 

0 人 

（ 0％） 

19 人 

（76.0％） 

6 人 

（24.0％） 

（主な就職、業界等） 

主な就職分野は、医療、介護保険分野である。令和２年度は 25 名中 19 名が医療分野

へ就職した。主な就職先は以下に記す。６名は今年度の国家試験受験のため準備中であ

る。 

帰巖会みえ病院、長門記念病院、佐賀関病院、アルメイダ病院、天心堂へつぎ病院、  

他 

（就職指導内容） 

 １年次より就職希望の調査を行い、就職に対して関心を持つよう指導している。その

後は進級時、実習終了時などの節目に調査を行い、意識や行動の変化について相談する

ようにしている。 

 ２年次の年度末に実習希望先、就職希望先を確認し、その時点での希望に沿う形で実

習先を配置する。 

 ３年次では実習を経て進路が明確となるため、一人一人に合わせて細かい指導を行う。 

就職先の検討のため、実習終了後に就職ガイダンスを執り行っている。令和２年度は

Covid-19 の影響で、就職ガイダンスを行えなかったが、担任との面接などを繰り返し行

い、丁寧な情報提供を行った。 



  

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 理学療法士国家試験受験資格、専門士（医療専門課程） 

 ・令和２年度理学療法士国家資格取得者 卒業生 19名（合格率 76.0％） 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

89 人 2 人  2.2％ 

（中途退学の主な理由） 

理学療法士への興味・関心はあったが、入学当初より学習意欲が乏しく、成績も振る

わなかった。次第に就学意欲も薄れ、進路変更に至った。また、体調不良で休学して

いた学生が、就学困難と判断し退学に至った。 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

本校の中途退学者は、学習習慣がつかないまま成績不振へとつながっていく傾向が

多い。入学当初より担任、教科担当が課題に工夫を凝らし、学習が継続できるよう指

導を行っている。また、入学後できるかぎり早期に上級生とかかわる機会を設け、学

習についての指導をしてもらえるようお願いしている。 

形成試験などを通し、取り組みに問題を抱えている学生を早めに認識し、頻繁な声

掛けや担任との面談を行い、教員との関係づくりを積極的に行う。 

具体的には以下のとおりである。 

1) 入学・進級後、定期試験終了時などの節目に担任との面談を行う。 

2) 朝礼、終礼を行うことで学生の出席状況を把握し、生活指導の一助としている。 

3) 学科会議や職員朝礼などを利用し学生の情報を共有し、各教員間での対応が一

貫したものとなるよう努力する。 

4) 試験日程、試験範囲を早めに告知し無理のない試験対策ができるよう配慮す

る。 

5) 成績不審者や学内での態度が気になる学生は早期に保護者に連絡を取り情報

の共有を図るとともに、必要であれば三者面談を行う。 

 

【作業療法学科】 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 作業療法学科 ○ － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 昼間 3330 単位時間／115 単位 

1875 単位

時間/79

単位 

330 単位

時間 

/11 単位 

1125 単位

時間/25

単位 

０単位時

間/0 単位 

０単位時

間/0 単位 

3,000 単位時間／97単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

90 人 59 人 ０人 7 人 49 人 56 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 



  

（概要） 

カリキュラムの概要は学生便覧に記載し、入学時、学生に配布している。各科目の

授業計画書は、所定の様式を使用し、各科目の概要、到達目標、講義内容、テキスト、

成績評価の方法などを明記している。学生に配布するとともに、講義初回に大まかな

流れは開設している。 

授業方法は座学だけでなく、少人数のグループワークやゼミ形式の指導、プレゼン

テーションなど学生主体のものを積極的に取り入れている。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

授業科目の評価方法は「履修規程」に定めている。概要は以下の通りである。 

 1.各科目の成績評価は単位認定試験および課題等により行う。  

2.単位認定試験は学期末および必要あるときに随時実施する。  

3.各科目の成績評価は 100 点を満点とし 60点以上を合格とする。  

4.60 点未満の不合格者については再試験を実施する。  

5.再試験は 60点以上を合格とし 60点以上であっても成績は 60 点と記録する。  

6.学生簿に記録する評定は次の通りとする。 

Ｓ：100～90 点  Ａ：89～80 点  Ｂ：79～70 点  Ｃ：69～60 点 

Ｄ：60 点未満   Ｆ：評定不能 

卒業・進級の認定基準 

本学園の教育理念に基づきディプロマポリシーが定められている。 

(1)人の尊厳と多様な価値観を理解し、高い倫理観をもって健康を支援していく能力を

有している。 

(2)医療人として必要な専門的知識と技術を修得し、人の身体機能上の問題に対し

て、根拠に基づく論理的思考をもって解決する能力を有している。 

(3)医療専門職の一員として自己の責任を自覚し、多職種間の信頼関係を構築し、協

働する能力を有している。 

(4)国際的な広い視野から問題を捉え、解決する意欲と能力を有している。 

(5)知識と技術の向上のために、自ら学び、鍛錬する意欲と能力を有している。 

(6)医学の進歩と社会システムの複雑化を見据え、自己の専門性を発揮して地域社会

に貢献する意欲と能力を有している。 

(7)臨床における高い問題解決能力と人間性を備え、さらに関連専門職種との連携と

統合を推進し、多様な課題を発見・抽出・分析し解決する高い問題解決能力と人間

性および協働力を備えている。 

 

成績判定は学則に定められている出席日数をみたしていることを条件に、各科目ごと

の基準に従い行われる。基準を満たしたものに学内の単位認定会議を経て単位の修得

が認定される。所定の在学期間、出席日数をみたし、上記ディプロマポリシーに定め

る資質や能力を身につけたと判断され、学内で定められた必要単位を修得した者に対

して卒業認定会議を経て学校長が卒業を認定する。 

学修支援等 

（概要） 

本校では入学当初より担任、教科担当が課題に工夫を凝らし、学習が継続できるよ

う指導を行っている。また、入学後できるかぎり早期に上級生とかかわる機会を設け、

学習についての指導をしてもらえるようお願いしている。 



  

取り組みに問題を抱えている学生を早めに認識し、頻繁な声掛けや担任との面談を

行い、教員との関係づくりを積極的に行う。 

具体的には以下のとおりである。 

1) 入学・進級後、定期試験終了時などの節目に担任との面談を行う。 

2) 朝礼、終礼を行うことで学生の出席状況を把握し、生活指導の一助としている。 

3) 学科会議や職員朝礼などを利用し学生の情報を共有し、各教員間での対応が一

貫したものとなるよう努力する。 

4) 試験日程、試験範囲を早めに告知し無理のない試験対策ができるよう配慮す

る。 

成績不審者や学内での態度が気になる学生は早期に保護者に連絡を取り情報の共有

を図るとともに、必要であれば三者面談を行う。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 18 人 

（100％） 

0 人 

（ 0％） 

17 人 

（94.4％） 

1 人 

（ 5.6％） 

（主な就職、業界等） 

主な就職分野は、医療、介護保険分野である。令和元年度は 28 名中 27 名が医療分野

へ就職した。主な就職先は以下に記す。1 名は今年度の国家試験受験のため準備中であ

る。 

大分リハビリテーション病院、井野辺病院、アルメイダ病院、大分中村病院、西田病

院他 

（就職指導内容） 

 １年次より就職希望の調査を行い、就職に対して関心を持つよう指導している。その

後は進級時、実習終了時などの節目に調査を行い、意識や行動の変化について相談する

ようにしている。 

 ２年次の年度末に実習希望先、就職希望先を確認し、その時点での希望に沿う形で実

習先を配置する。 

 ３年次では実習を経て進路が明確となるため、一人一人に合わせて細かい指導を行う。 

就職先の検討のため、実習終了後に就職ガイダンスを執り行っている。 

 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 作業療法士国家試験受験資格、専門士（医療専門課程） 

 ・令和２年度作業療法士国家資格取得者 卒業生 10名（合格率 76.9％） 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

58 人 6 人  10.3％ 



  

（中途退学の主な理由） 

退学者のうち 2 名は前年度から精神的な不調により休学していた。クリニックに通

院し経過を見ていたが、復学困難な状況であったため、退学となった。1名は高校時

代から不登校であったとのこと。入学後、約 1ヶ月は登校したものの不登校となり、

保護者と協議した結果、退学となった。その他の学生は作業療法士への興味・関心は

あったが、入学後、講義内容が想像していたものと違い学習意欲を失っていった。同

時に成績が振るわなくなり、次第に作業療法士への興味も薄れ退学の運びとなった。 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

本校の中途退学者は、精神的な不安定さや学習習慣が身に付いていないことによる

成績不振者が多い傾向にある。入学当初より担任、教科担当が課題に工夫を凝らし、

学習が継続できるよう指導を行っている。また、入学後できるかぎり早期に上級生と

かかわる機会を設け、学習方法や学校生活について指導をしてもらえるようお願いし

ている。 

問題を抱えている学生を早めに認識し、頻繁な声掛けや担任との面談を行い、教員

との関係づくりを積極的に行っている。 

具体的には以下のとおりである。 

1) 入学・進級後、定期試験終了時などの節目に担任との面談を行う。 

2) 朝礼、終礼を行うことで学生の出席状況を把握し、生活指導の一助としている。 

3) 学科会議や職員朝礼などを利用し学生の情報を共有し、各教員間での対応が一

貫したものとなるよう努力する。 

4) 試験日程、試験範囲を早めに告知し無理のない試験対策ができるよう配慮す

る。 

5) 成績不審者や学内での態度が気になる学生は早期に保護者に連絡を取り情報

の共有を図るとともに、必要であれば三者面談を行う。 

 

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

看護学科   260,000 円 520,000 円 500,000 円  

助産学科   260,000 円 620,000 円 520,000 円  

理学療法学科   260,000 円 570,000 円 580,000 円  

作業療法学科   260,000 円 570,000 円 580,000 円  

修学支援（任意記載事項） 

特待生 A入学生入学金 260,000 円免除 特待生Ｂ入学生入学金 130,000 円め助 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

http://www.gotogakuen.ac.jp/toka/copy-492 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

【基本方針】本校が実施した自己評価結果を学校関係者評価委員が評価することで、

自己評価結果の客観性・透明性を高め、学校運営や教育活動の課題について助言を得

ることで、広い視点で改善を図ることを基本方針とする。 



  

【構成】関連業界等関係者、卒業生、保護者、教育に関し知見を有する者、地域住民等

の中から 2名以上で構成する。 

【評価項目】「専修学校における学校評価ガイドライン」に示された項目を基本とし

て学校が自己評価をした結果を評価する。 

【評価結果の活用】学校関係者評価結果を、学校長に報告し、学校長は教職員に報告

し、改善策を検討する。また、理事会に報告を行い、ホームページ等で公表する。 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

無職 2020 年 4月 1日～ 

 2022 年 3 月 31 日 

地域住民代表 

藤華医療技術専門学校保護者会会長 2021 年 4月 1日～ 

 2023 年 3 月 31 日 

保護者代表 

   

   

学校関係者評価結果の公表方法 

http://www.gotogakuen.ac.jp/toka/copy-492 

 

 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
http://www.gotogakuen.ac.jp/toka 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
備考 この用紙の大きさは，日本産業規格Ａ４とする。 


